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スウェーデンの社会福祉事情と本人中心の支援
～「思い」を表すことが苦手な人への支援～

   平成21年度　国際セミナー

■要旨

認知症の人、知的障害のある人は自らの「思い」を表すことが苦手と思われます。生

活をするうえで援助する人の理解の仕方により、生活の質が大きく変わります。また、

このことは地域で自分らしく生活するための重要な要素です。今回はスウェーデンの

社会福祉事情を学ぶとともに、大阪の実践者と対談し、本人中心の支援などについて

考えます。

講師プロフィール

■グンネル・ヴィンルンド

1946年生まれ。現在、スウェーデンのヴェクショー

市、成人ハビリテーションセンターの心理士として

活躍中。

1972年イェテボリ大学卒業、1978年認定心理士資

格取得。その後心理研究法、心理療法を学び、30

年以上にわたって、重い知的障害・重複障害のあ

る人への就労や施設から地域生活に移行するた

めの支援に携わる。

主な著書は「知的障害のある人の思考と認知的

補助具の開発」（1996年）、「見て!聞いて!分かっ

て! ～スウェーデン発人間理解の全体的視点」

（2004年）。

■岩崎隆彦

1952年生まれ。現在、社会福祉法人水仙福祉会

淡路こども園園長。京都大学文学研究科博士課

程修了（発達心理学）。知的障害、自閉性障害、

行動障害のある人への「主体性を尊重した支援」

や家族支援に30年以上携わってきており、ス

ウェーデンの実践と共通することからグンネル氏

らと交流してきた。「見て!聞いて!分かって! ～ス

ウェーデン発人間理解の全体的視点」（2004年、

二文字理明氏と共訳）

無料

■開催日時 平成２１年１０月２２日（木）
午後１時３０分～４時３０分

■会 場 大阪市社会福祉研修・情報センター

大会議室（５階）

■参加対象 大阪市内在住、在勤、在学の方

■募集人員 1５０人（先着順）
※「参加票」をお送りします

■申込締切 定員に達した時点で受付を終了します

■申込方法 裏面をご覧ください

スウェーデン 成人ハビリテーションセンター心理士

グンネル・ヴィンルンド

対談 岩崎隆彦（淡路こども園園長）

通訳 大滝昌之（日本スウェーデン福祉研究所）

主催 大阪市社会福祉研修・情報センター

（社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会）



        大阪市社会福祉研修・情報センターからのお知らせ  

 

参加申込書◇ 

講座名：平成２１年度国際セミナー 「スウェーデンの社会福祉事情と本人中心の支援」 

送付先：大阪市社会福祉研修・情報センター 企画研修課 

FAX ０６－４３９２－８２７２ 
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〒 

連 絡 先 

電話番号 
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備  考             

※ 車いす使用の方、手話通訳・拡大文字資料などが必要な方は、「備考欄」にその旨ご記入ください。 

 

会場までのアクセス 

 

 

 

 

 

申込、問い合わせ先 
 

大阪市社会福祉研修・情報センター 

〒557-0024 大阪市西成区出城 2-5-20 

http://www.wel-osaka.jp 
TEL（06）4392-8201 

 

 

 

 

～大阪市社会福祉研修・情報センターでの個人情報の取り扱いについて～ 

当センター主催の研修･講座に受講の申し込みをされる際には、名前、住所その他の個人情報をご提供いただきますが、 

これらの情報は、名簿の作成、資料の送付等研修事業の運営のためにのみ使用し、他の目的で使用したり、第三者へ 

提供することはありません。 

（交通のご案内） 

●市バス「長橋 2 丁目」バス停すぐ 

●ＪＲ環状線・大和路線「今宮」駅 

（西出口）から徒歩 10 分  


